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昭和57年度三軍化学会事業計画

S57年5月17日　第1回役員・評議

員会
5月23日　総会（油津会館）

第2回役員・評議
員会
会報第17号発行

第3回役員・評議Tt

員会
会報第18号発行

第4回役員・評議
員会

7月

8月

12月

S58年3月

3月

昭和57年度三軍化学会予算

鍾収入の部（単位円）
前年度繰越　　　　　　243，050

会費　　　　　　　　　750，000

雑収入　　　　　　　　　5，000

998，050計

㈲支出の部（単位円）
会報印刷費（17，18号）　400，000

郵送通信費　　　　　　250，000

会議費　　　　　　　100，000

人件費　　　　　　　150，000

事務費　　　　　　　　30，000

三翠会昭和57年度負担金　30，000

予備費　　　　　　　　　38，050

998，050計

昭和56年度三軍化学全事業報告

S56年5月10日　会報第14号発行

5月25日　第1回役員・評議

員会
5月31日　総会（三翠会館に

て）

7月1日　第2回役員・評議

員会
12月31日　会報第15号発行

S57年1月23日　第3回役員・評議

員会
3月31日　会報第16号発行

昭和56年度三軍化学会決算報告

㈲収入の部（単位円）
前年度繰越　　　　　　361，080

会費　　　　　　　　947，000

雑収入　　　　　　　　28，610

1336，690計

㈲支出の部（単位円）
15，16号）577，200

266，520

14，790

57，900

73，990

38，430

会報印刷費（14

郵送通信費
振込手数料

会議費
人件費

事務費
三翠会昭和56年度負担金　30，000

生花及び弔電代　　　　34，810

計　　　　　　　　1093，640

㊨差引残高………………243，050

昭和56年度三軍化学会基金会計報告

㈲収入の部（単位円）
前年度より繰越　　　　　　　　2，600，945

利息　　　　　　　　　　　　　　57，058

2，658，003

57，600

30，000

30，000

350

117，950

2，540，053

42，713

1，900，000

597，340

計

㈲支出の部（単位円）
56年度卒業生記念品（シャーボ）

ケ　こうより（25号）

57年度新入生歓迎会

印かん

計

㈲差引残高
㈲資産管理内容（単位円）

郵便局普通貯金

郵便局定額貯金

会長挨拶
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懇親会風景写真

部
内

先
輩
後
輩
、

膝
を
交
え
て
懇
親

摺
和
五
十
七
年
度
の
三
翠
化
学
会

定
期
総
会
が
、
去
る
五
月
二
十
三
日

午
前
十
一
時
か
ら
津
市
内
の
洞
津
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
恩
緬
滝

先
生
を
始
め
、
赤
木
、
熊
澤
両
先
生

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
会
員
約
五

〇
名
が
参
集
し
た
。

総
会
は
ま
ず
桑
原
章
郡
民
（
犬
1
）

の
開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
同
氏
の
司

会
の
も
と
で
議
長
に
鈴
木
幸
郡
民

（
尊
3
）
を
、
議
事
録
記
録
著
名
人

に
田
中
実
氏
（
犬
2
0
）
を
選
出
し
た
。

岡
田
会
長
の
挨
拶
の
の
ち
、
鈴
木

議
長
の
も
と
で
議
事
が
進
め
ら
れ
た

ま
ず
、
昭
和
五
十
六
年
度
事
業
報
告

が
田
口
幹
事
か
ら
、
昭
和
五
十
六
年

度
会
計
決
算
報
告
が
小
山
幹
事
か
ら

同
年
度
の
会
計
監
査
報
告
が
中
川
監

事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
、
い
ず
れ

も
拍
手
で
も
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

つ
づ
い
て
昭
和
五
十
七
年
度
事
業

計
画
案
が
古
市
幹
事
か
ら
、
昭
和
五

十
七
年
度
会
計
予
算
案
が
小
畑
幹
事

か
ら
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
い
て
三
翠
化
学
会
基
金
関

係
の
議
事
に
移
り
、
基
金
運
用
委
員

会
の
嶋
田
会
計
担
当
委
員
か
ら
、
基

金
の
資
産
管
理
内
容
と
瑠
和
五
十
六

年
度
に
お
け
る
基
金
の
運
用
結
果
に

つ
い
て
の
報
告
、
福
田
監
事
に
よ
り

基
金
の
監
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ

い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

つ
き
に
、
評
議
員
の
追
加
指
名
と

そ
の
承
認
事
項
に
移
り
、
今
春
卒
業

し
た
ク
ラ
ス
（
5
0
回
）
の
評
議
員
と

し
て
河
村
龍
二
郎
氏
を
会
長
か
ら
指

名
、
こ
れ
を
承
認
し
て
総
会
を
終
了

した。こ
こ
で
総
会
出
席
者
全
員
、
写
真

撮
影
室
に
集
合
し
、
ひ
な
壇
に
並
ん

で
過
去
の
総
会
で
例
の
な
か
っ
た

プ
ロ
に
よ
る
記
念
写
真
を
撮
っ
た
の

ち
、
懇
親
会
場
の
歴
敦
へ
移
っ
た
。

懇
親
会
は
、
大
広
間
に
コ
の
字
形

で
列
べ
た
膳
へ
先
輩
と
後
輩
が
入
り

交
じ
っ
て
着
き
、
総
会
担
当
理
事
豊

田
治
男
氏
（
大
6
）
の
名
司
会
の
も
ー

と
、
盛
大
な
懇
親
会
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

ま
ず
、
岡
田
会
長
の
挨
拶
、
滝
先

生
の
音
頭
取
り
に
よ
る
乾
杯
で
始
ま

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
方
の
ス
ピ
ー

チ
を
い
た
だ
い
た
。
滝
先
生
の
お
話

は
、
一
目
は
長
く
一
年
は
短
い
悠
々

自
適
の
ご
様
子
を
、
学
科
主
任
の
熊
澤

先
生
は
、
新
卒
者
の
就
職
情
況
と
、

各
職
場
に
お
け
る
先
輩
方
の
導
き
に

対
す
る
お
礼
と
お
願
い
、
赤
木
先
生

は
趣
味
の
お
語
に
つ
づ
い
て
藤
村
の

詩
を
朗
々
と
吟
せ
ら
れ
た
。

つ
づ
い
て
出
席
会
員
一
人
一
人
の

自
己
紹
介
に
う
つ
り
、
豊
富
な
経
験

か
ら
潜
み
出
た
含
蓄
あ
る
先
輩
の
言

葉
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
希
望
に
燃
え

た
若
手
の
自
己
紹
介
と
つ
づ
き
、
し

ん
が
り
を
岡
田
会
長
が
ひ
き
受
け
た

ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
蓄
財
の
す
す
め

計
画
的
な
基
盤
づ
く
り
な
ど
：
心
に

み
る
人
生
訓
で
最
後
を
締
め
く
く
っ

て
い
た
だ
い
た
。

予
定
の
時
間
を
大
幅
に
超
過
し
て

会
館
の
係
員
に
催
促
さ
れ
な
ず
午

遠
路
ご
出
席
下
っ
た
佐
野
恒
平
民

（
専
1
）
と
地
元
の
今
西
勝
氏
（
専

1
）
の
リ
ー
ド
で
三
翠
応
援
歌
を
斉

唱
、
渋
谷
明
副
会
長
（
犬
4
）
の
音

頭
で
万
歳
三
唱
し
、
若
林
長
生
総
会

担
当
理
事
（
専
1
）
に
よ
る
閉
会
の

こ
と
ば
を
司
会
の
豊
田
氏
が
代
理
し

て
、
午
後
三
時
解
散
し
た
。

昭
和
5
7
年
度

定
期
総
会
を
迎
え
て

岡
田
芳
次
郎

本
日
、
こ
こ
津
南
の
洞
藍
会
館
に

お
き
ま
し
て
、
本
年
度
の
三
翠
化
学

会
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
遠
く
は
東
京
、
関
西
大
阪
と
、

は
る
ば
る
馳
せ
参
じ
て
い
た
だ
き
、

ま
た
恩
緬
滝
先
生
を
始
め
、
諸
先
生

方
、
誠
に
お
忙
し
い
中
を
ご
臨
席
賜

り
ま
し
て
、
盛
会
浬
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
ご

同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
や
三
重
大
学
農
学
部
は
、
三
重

高
農
創
立
以
来
、
六
〇
周
年
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
同
窓
生
は
高
農
・
農

尊
の
二
七
回
、
大
学
三
〇
回
と
、
卒

業
年
次
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

と
は
ご
承
知
の
通
り
で
あ
り
ま
す
が

こ
の
間
、
我
が
農
芸
化
学
は
、
戦
後

の
昭
和
二
十
一
年
、
農
産
製
造
科
の

創
設
と
と
も
に
、
隆
々
と
し
て
、
本

年
を
も
っ
て
三
六
周
年
を
迎
え
ま
し

た
こ
と
も
ま
た
、
ご
承
知
、
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
農
芸
化
学
の
同
窓

生
で
組
織
す
る
我
が
三
翠
化
学
会
は

今
や
会
員
一
千
名
に
な
ん
な
ん
と
す

る
会
に
相
成
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
た

ご
同
慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

実
業
界
に
、
あ
る
い
は
官
界
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
重
要
な
地
位
に
つ
か
れ
、

要
職
を
全
う
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
若
い
諸
君
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
お
か
れ
ま
し
て
、

ご
研
鎖
に
い
そ
し
ま
れ
、
相
当
な
業

績
を
挙
ば
て
お
ら
れ
る
や
に
伺
っ
て

お
り
ま
す
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
我
が

三
翠
化
学
会
と
い
た
し
ま
し
て
、
大

層
慶
は
し
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
三
翠
化
学
会
に
も
、
一
昨
年

か
ら
、
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
ま
し

て
基
金
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
基
金
は
、
有
効
適
切
に
運
用
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
ご
報
告
申
し

上
ぼ
る
と
と
も
に
、
会
員
皆
様
方
の

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
お
陰
と

こ
の
席
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
ば
ま
す
。

さ
ら
に
ま
た
、
本
会
が
益
々
大
同

団
結
し
、
隆
昌
発
展
す
る
こ
と
を
祈

念
し
っ
つ
、
田
口
へ
の
進
展
の
資
と

い
た
し
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
こ
い

ね
が
わ
く
は
、
本
日
の
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
会
の
活
動
、
あ
る
い
は
、

基
金
の
運
用
に
つ
き
、
前
向
き
の
積

極
的
な
ご
意
見
を
率
直
に
ご
発
言
い

た
だ
き
、
よ
ろ
し
く
ご
審
議
、
ご
協

力
を
賜
り
た
く
お
願
い
申
し
上
ぼ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

は
な
は
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
総
会
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

北
岸
、
奈
良
両
先
生

御
退
官

北
岸
確
三
先
生
（
土
壌
学
肥
料
学
）

奈
良
省
三
先
生
（
農
産
製
造
学
）
の

お
二
人
の
先
生
方
が
来
年
四
月
一
日

を
も
っ
て
定
年
御
退
官
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

北
岸
先
生
は
昭
和
三
十
九
年
か
ら

十
九
年
間
、
奈
良
先
生
は
昭
和
二
十

七
年
か
ら
三
十
一
年
間
の
永
き
に
獲

っ
て
我
々
を
御
指
導
頂
き
ま
し
た
。

両
先
生
と
も
、
今
な
お
学
界
の
重
鎮

と
し
て
御
活
躍
中
で
す
。

両
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
御
功
績
を

記
念
す
る
と
と
も
に
永
年
の
御
指
導

に
報
い
る
た
め
、
現
在
関
係
者
の
間

で
退
官
記
念
事
業
会
の
準
備
委
員
会

が
設
立
さ
れ
、
種
々
の
準
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
、
各
退

官
記
念
事
業
会
よ
り
関
係
同
窓
生
の

皆
様
に
御
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
る
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
節

は
何
と
ぞ
、
よ
ろ
し
く
御
協
力
賜
わ

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
は
ま
す
。

な
お
、
各
事
業
会
の
概
要
は
下
記

の
通
り
で
す
。

《
北
岸
確
三
先
生
返
宮
記
念
事
業
会
》

事
務
局
　
津
南
上
浜
町
　
三
重
大

学
農
学
部
（
土
壌
学
・

肥
料
学
研
究
室
内
）

振
替
番
号
　
名
古
屋
四
⊥
五
二
三

美
嚢
員
　
熊
澤
董
二
郎
、
梅
林
正

直
、
小
畑
　
仁

《
奈
良
省
三
先
生
退
官
記
念
事
業
会
）

事
務
局
　
葎
面
上
湊
町
　
三
重
大

学
農
学
部
（
農
産
製
造

学
研
究
室
内
）

振
替
番
号
　
名
古
屋
六
－
三
三
七
△
一

実
行
委
員
　
熊
澤
董
二
郎
、
薮
本
義

雄
、
小
宮
孝
志
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和た　ま　良柏　だス　の単は金；； 
四〇し先談きレ世位ク続；き 喜　寿等彊窒鷲設え勘i 

の　　出元　っ業業　ら　り　瞳　も；； 
卒　　席気　て　後の果方任た； 
業・　者　な　い　の面てか　と　れ，i 
以　　ほおた今倒ばら　し　ま，） 
来　　十顔　だ　も　ま　取始て　し，i 、　互　を　い　い　で得・ま　、た；i 

ほ　　名　見　て　ろ　み　単　つ　入　○　チi 
ほ　　でせいいて位て学在　蕉 

ヽ 盛事はら　がとがく　し思；… 

大役　来　れ奈感　し　、な　た　い・、 
に　は年　る　良　じ　て著　つ　○出，； 
や等　と　と　先　ら　浩　々　た頭語；i 
り　者　い　い生れ躍　し　者　の　や；； 
たの　う　う　がた　し　さ　と　淋近　さ； 
い　予　こ　こ　来　○　て　の　さ　し　況；； 
も　定　と　と　香　　い　中　ま　く　に；； 
の　でiに　も　御　　る　に　き　な　歓；； 
で　す　な　あ　定　　と　社　ま　つ　談ii 
あ　○　っ　り　年　　い　会　で　た　の；； 
る　次た　、を　　う　の　は者　時；i 〇　回　○　次週　　畠　中　あ　、を！、 

も　幹囲　え　　信堅　る　自適

太
陽
化
学

株
式
会
社

大
1
4
　
西
本
勝
也

先
日
（
七
月
十
四
日
）
、
三
翠
化
学

会
会
報
担
当
理
事
の
嶋
林
先
生
か
ら

「
三
翠
化
学
」
第
十
七
号
に
職
場
紹

介
の
記
事
を
載
せ
る
の
で
七
月
三
十

一
日
ま
で
に
原
稿
用
紙
四
～
五
枚
に

ま
と
め
て
書
く
よ
う
に
…
：
と
の
お

手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
さ
て
、

ど
う
い
う
風
に
ま
と
め
よ
う
か
等
と

あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
う
ち
に
早
三

十
日
、
約
束
の
日
を
明
日
に
ひ
か
え

て
、
や
っ
と
等
を
と
っ
た
様
な
次
第

で
、
ど
う
も
ギ
リ
ギ
リ
に
な
ら
な
い

り
、
各
種
試
験
検
査
分
析
の
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
太
陽
化
学
㈱
を
中
心
と
す

る
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
紹
介
で
あ
り
ま
す

が
、
太
陽
化
学
㈱
に
つ
い
て
は
以
下

に
そ
の
沿
革
と
主
な
製
品
の
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
社
は
、

昭
和
二
十
一
年
七
月
墾
文
と
同
時
に

ヒ
マ
ン
油
か
ら
の
合
成
香
料
の
製
造

に
着
手
、
次
い
で
フ
レ
ー
バ
ー
、
エ

ッ
セ
ン
ス
類
の
調
合
香
料
の
生
産
を

開
始
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
合
成
香

料
の
製
造
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が

ガ
ム
、
ロ
ー
カ
ス
ト
ピ
ー
ン
ガ
ム
、

キ
サ
ン
タ
ン
ガ
ム
等
の
植
物
、
微
生

物
の
生
産
す
る
粘
質
多
糖
類
）
を
組

み
合
せ
た
冷
菓
用
安
定
剤
、
デ
ザ
・
～
・
，

号71第

と
や
ら
な
い
癖
が
い
ま
だ
に
匝
ら
ず

我
な
が
ら
困
っ
た
も
の
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
本
題
に
移
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
私
の
勤
務
い
た
し
ま
す
太
陽
化

学
株
式
会
社
は
三
重
県
四
日
市
市
に

本
社
・
工
場
・
研
究
所
を
も
ち
ま
す

食
品
・
化
粧
品
用
添
加
剤
な
ら
び
に

食
品
原
料
、
医
薬
品
原
料
の
製
造
・

販
売
を
行
う
会
社
で
他
に
観
光
事
業

部
と
し
て
湯
の
山
に
政
府
登
録
国
際

観
光
旅
館
〝
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
向
陽
〟

が
あ
り
ま
す
。
又
、
関
連
会
社
と
し

ま
し
て
は
東
京
に
食
品
・
化
成
品
・

医
薬
品
・
化
粧
品
等
と
そ
の
原
料
・

添
加
物
の
販
売
を
目
的
と
す
る
商
社

（
サ
ン
フ
レ
ン
ド
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会

社
…
：
森
永
乳
業
株
式
会
社
と
当
社

の
合
弁
会
社
）
が
あ
り
、
更
に
当
社

本
社
工
場
敷
地
内
に
は
昭
和
五
十
四

年
八
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
厚
生
大

臣
指
定
検
査
機
関
〝
財
団
法
人
　
三

重
食
品
分
析
開
発
タ
シ
タ
ー
〟
が
あ

各
種
の
調
合
香
料
と
い
わ
ゆ
る
フ
レ

ー
バ
ー
エ
ソ
ザ
イ
ム
を
用
い
た
酵
素

ミ
ル
ク
フ
レ
「
バ
ー
（
乳
脂
肪
を
微

生
物
の
産
生
す
る
リ
パ
ー
ゼ
で
分
解

し
、
ミ
ル
ク
フ
レ
ー
バ
ー
の
主
成
分

で
あ
る
遊
離
低
級
脂
肪
酸
の
含
量
を

高
め
た
も
の
で
合
成
、
調
合
香
料
に

は
な
い
マ
イ
ル
ド
さ
が
特
長
）
、
酵
素

エ
ッ
グ
フ
レ
ー
バ
ー
等
に
加
え
て
、

果
実
加
工
製
品
（
冷
菓
、
デ
ザ
ー
ト

用
の
フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
、
プ
リ
ザ
ー

ブ
）
の
開
発
と
製
造
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
次
い
で
、
昭
和
二
十
三
年
に

は
食
品
用
界
面
活
性
剤
の
研
究
生
産

を
開
始
〝
サ
ン
ソ
フ
ト
〟
の
商
品
名

に
て
我
が
国
最
初
の
食
品
用
乳
化
剤

生
産
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

部
門
は
、
現
在
も
当
社
の
主
要
製
品

部
門
で
あ
り
ま
し
て
、
グ
リ
セ
リ
ン

脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
、
ソ
ル
ビ
タ
ン
脂

肪
酸
エ
ス
テ
ル
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
グ
リ

コ
ー
ル
脂
肪
酸
エ
ス
テ
ル
、
リ
ン
ゴ

酸
モ
ノ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
、
ア
ミ
ノ
酸

モ
ノ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
、
ア
セ
チ
ル
モ

ノ
グ
リ
セ
ラ
イ
ド
、
合
成
油
脂
…
：

等
食
品
、
化
粧
品
用
乳
化
剤
の
生
産

を
遠
心
式
分
子
蒸
溜
装
置
（
六
式
）

を
は
じ
め
と
す
る
新
鋭
設
備
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
瑠
和
三
十
一
年
か
ら

は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
用
安
定
剤
〝
ネ

オ
ソ
フ
ト
〟
の
生
産
販
売
を
開
始
い

た
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
各
種
の
安

定
剤
原
料
（
カ
ラ
ギ
ナ
ン
、
グ
ア
ー

ト
用
安
定
剤
の
他
に
水
畜
肉
練
製
品

の
品
質
改
良
剤
と
し
て
乳
溝
た
ん
白

あ
る
い
は
血
薬
た
ん
自
製
割
、
カ
ゼ

イ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
製
到
（
招
葦
甲
十

年
に
エ
ク
ス
ト
ル
ー
ジ
ョ
ン
芸
に
よ

る
カ
ゼ
イ
ン
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
連
続
製

造
法
を
開
発
）
を
製
造
し
て
お
り
、

ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
即
対
応
す
る

た
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
の
開

発
研
究
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

瑠
和
三
十
三
年
に
は
太
陽
フ
ー
ド
株

式
会
社
を
設
立
し
、
鶏
卵
加
工
製
品

の
研
究
を
我
が
国
で
は
じ
め
て
企
業

化
し
、
全
卵
粉
末
、
卵
白
粉
末
等
各

種
加
工
製
品
の
生
産
を
開
発
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
鶏
卵
加
工
に
関
し
て

農
林
省
研
究
助
成
工
場
の
指
定
を
受

け
、
酵
素
処
理
鶏
卵
〝
エ
グ
レ
！
ト
〟

濃
縮
鶏
卵
〝
エ
グ
ノ
ー
ル
〟
、
卵
白
の

高
度
利
用
製
品
と
し
て
リ
ゾ
チ
ー
ム
、

コ
ン
ア
ル
ブ
ミ
ン
等
の
研
究
開
発
を

行
い
、
鶏
卵
の
総
合
的
な
利
閏
法
を

確
立
し
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
三
年
に

は
、
マ
イ
ク
ロ
波
を
利
用
し
た
加
工

製
品
（
即
席
食
品
用
各
種
異
材
…
：

発
抱
卵
、
乾
燥
油
あ
げ
等
）
の
生
産

開
始
、
瑠
和
五
十
四
年
に
は
新
技
術

開
発
事
業
団
か
ら
「
凍
結
粉
砕
法
に

よ
る
加
工
食
品
の
製
造
技
術
」
に
関

す
る
開
発
委
託
を
受
け
、
食
品
の
新

し
い
加
工
法
の
開
発
を
行
う
等
鶏
卵

を
主
と
し
た
食
品
原
料
の
開
発
と
と

も
に
新
し
い
原
料
、
素
材
の
加
工
法

の
開
発
に
も
力
を
そ
そ
い
で
お
り
ま

す
。
尚
、
上
記
の
太
陽
フ
ー
ド
㈱
は

昭
和
五
十
六
年
四
月
に
太
陽
化
学
工

業
㈱
と
合
併
し
、
太
陽
化
学
㈱
と
社

名
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
当
社

で
は
こ
の
合
併
を
機
に
医
薬
品
原
料

部
門
を
新
設
し
ま
し
て
、
上
記
の
化

学
品
原
料
部
門
、
食
品
原
料
部
門
に

次
ぐ
三
本
目
の
柱
の
育
成
中
で
あ
り

ます。以
上
が
当
社
の
沿
華
概
路
で
あ
り

ま
し
て
、
現
在
従
業
員
数
四
二
二
数

名
、
資
本
金
六
億
円
、
営
業
所
を
除

き
、
本
社
、
工
場
、
研
究
所
其
全
て

四
日
市
に
在
る
の
で
す
が
、
工
場
が

赤
堀
第
一
、
赤
堀
第
二
、
末
永
、
塩

浜
と
四
カ
所
に
分
散
し
て
い
る
の
が

唯
一
生
き
と
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま

すー
さ
て
、
当
社
に
は
現
在
六
名
の
三

翠
化
学
会
員
が
各
部
署
で
活
躍
し
て

お
り
ま
し
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
研

－
究
、
技
術
関
係
に
お
り
ま
す
。
で
は

簡
単
に
会
員
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

金
子
嘉
宏
（
化
－
七
）
…
研
究
所
課

長
、
マ
イ
ク
ロ
波
加
工
部
門
担
当
。

獲
辺
基
行
（
化
～
二
二
）
…
衰
術
部

係
長
、
安
定
剤
部
門
担
当
二
前
川
重

樹
（
化
－
二
九
）
…
研
究
喜
、
食
品

加
工
担
当
。
青
山
伸
彦
（
化
　
三
〇
）

研
究
所
、
食
品
加
工
捏
≒
山
田
恵

一
郎
（
化
－
三
〇
）
…
襲
善
報
、
香

料
部
門
担
当
。
西
元
勝
也
（
叱
」

四
）
…
研
究
所
課
長
、
誓
書
蒜
門

担当。以
上
ま
と
ま
り
の
な
い
「
李
で
当

社
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
三
三
一
ま
し

た
が
、
紙
面
も
残
り
少
な
‥
÷
り
ま

し
た
。
最
後
に
、
会
買
諸
三
二
ま
す

す
の
ご
発
展
、
ご
活
躍
を
苧
ン
あ
ば

ま
し
て
筆
を
お
か
せ
て
い
三
二
き
ま

す。

〓
ヽ
日
日
l
ハ
＝
〓
Ⅴ
八
日
㍉
ロ
ー
日
日
〓
甲
高
い
〓
V
h
日
日
－
日
日
U
V
白
日
‥
〓
＿
日
詰
〓
1
日
‥
V
八
日
目
〓
1
日
昔
日
八
日
目
十
日
目
Ⅵ
古
い
古
口
占
日
日
V
五
日
目
V
h
日
日
Ⅴ
ハ
V
l
＿
∴
－
－
・
．
言
い
1

京
都
薬
品
工
業
株
式
会
社

大
1
4
北
浦
正
樹

コ
ン
コ
ン
チ
キ
チ
、
コ
ン
チ
キ
チ
、

。
古
都
に
祇
園
は
や
し
が
響
き

わ
た
り
、
梅
雨
の
終
り
と
、
京
都
特

有
の
蒸
し
暑
い
夏
の
始
ま
り
を
告
げ

て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
三
翠
化
学
会
よ
り
私
の

勤
務
し
て
お
り
ま
す
京
都
薬
品
工
業

を
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
を

受
け
、
額
に
汗
な
ら
ぬ
油
汗
を
浮
べ

な
が
ら
、
何
年
ぶ
り
か
で
筆
を
取
り

ま
し
た
。

関
西
は
古
く
か
ら
の
製
薬
会
社
が

多
く
、
大
阪
、
奈
良
、
滋
賀
の
各
県

は
有
名
で
す
が
、
こ
れ
ら
に
接
す
る

京
都
に
は
製
薬
会
社
が
少
な
く
、
都

に
薬
は
似
つ
か
わ
し
く
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
さ
え
し
ま
す
。

そ
の
中
に
あ
っ
て
、
わ
が
社
は
こ
の

京
都
で
瑠
和
二
十
一
年
に
医
薬
品
会

社
を
起
こ
し
、
今
年
で
三
十
六
周
年

を
迎
え
、
今
後
医
家
向
医
薬
品
の
研

究
開
発
、
製
造
を
中
心
に
中
堅
製
薬

メ
ー
カ
ー
へ
の
独
自
の
道
を
歩
む
べ

く
、
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
：
三
日

う
と
い
か
に
も
〝
カ
ッ
コ
ノ
ノ
〟
と

い
う
こ
と
で
話
が
終
っ
て
、
三
つ
の

で
す
が
、
現
実
は
思
う
よ
う
こ
進
ま

な
い
の
か
医
薬
品
業
界
の
実
撃
」
す
。

ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
は
欧
米
先

進
国
の
二
⊥
二
倍
の
速
度
で
人
口
の

高
令
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

中
に
あ
っ
て
、
人
の
健
康
に
深
い
か

か
わ
り
を
持
つ
医
薬
品
産
業
は
社
会

構
造
、
財
政
状
況
、
お
よ
び
医
蹟
環

境
の
変
化
を
反
映
し
て
安
定
成
長
へ

の
遠
を
歩
ま
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
業
界
の
過
去
の
ツ
ケ
を
払

っ
て
い
る
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

ま
た
一
方
で
は
、
ま
す
ま
す
薬
の
重

要
性
は
堰
犬
し
、
科
学
技
術
の
発
展

と
共
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
副

作
用
な
ど
薬
の
安
全
性
の
確
保
が
最

重
要
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
中
小
企
業
を
中
心
に
新
薬
を

中
心
と
し
た
研
究
開
発
ば
よ
り
一
層

困
難
と
な
り
、
わ
が
社
も
そ
の
例
外

と
は
寺
り
得
ま
せ
ん
が
、
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
の
努
力

が
実
り
つ
つ
あ
る
の
も
事
実
だ
と
思

い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
語
は
変
り
ま
す
が
、
わ

が
社
が
京
都
に
あ
る
以
上
、
そ
の
間

辺
の
紹
介
を
す
る
の
が
会
社
の
イ
メ

ー
ジ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
の
に
最
も

良
い
方
法
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
所
在

地
は
「
市
内
西
大
路
通
り
御
池
西
入

る
」
。
農
化
出
身
者
に
は
な
じ
み
の
深

い
島
津
製
作
所
の
西
隣
り
に
位
置
し

ま
す
。
又
、
こ
こ
は
、
近
く
に
嵐
山
、

嵯
峨
野
が
あ
り
、
大
小
の
黒
い
瓦
屋

根
の
向
う
に
高
雄
の
山
々
が
一
望
出

来
る
住
宅
地
域
の
一
角
で
す
。
そ
の

広
く
も
な
い
敷
地
内
に
新
し
く
建
築

し
た
第
二
研
究
棟
を
は
じ
め
、
本
社

ビ
ル
、
第
一
研
究
棟
お
よ
び
製
造
部

ビ
ル
が
並
び
、
白
い
ビ
ル
を
中
心
に

し
た
医
薬
品
会
社
ら
し
い
清
潔
な
雰

囲
気
の
会
社
で
す
。
さ
ら
に
は
ネ
オ

ン
が
輝
き
、
三
昧
の
音
の
聞
え
る
祇

園
、
先
斗
町
は
京
都
の
東
方
と
あ
ま

り
に
も
遠
く
（
少
し
オ
ー
バ
ー
か
な
）
。

研
究
開
発
に
励
み
、
品
質
管
理
の
行

届
い
た
医
薬
品
を
製
造
す
る
の
に
は

非
常
に
す
ぐ
れ
た
地
理
的
環
境
に
あ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の

お
り
、
近
々
明
る
い
話
題
が
提
供
出

来
る
も
の
と
思
い
ま
す
、
と
は
言
っ

て
も
、
現
在
は
活
力
と
機
動
力
の
み

が
売
り
も
の
の
従
業
員
百
人
程
度
の

中
小
企
業
で
あ
り
ま
す
。
知
識
技
術

集
約
型
産
業
と
言
わ
れ
る
医
薬
品
業

界
に
あ
っ
て
、
新
薬
の
創
製
を
中
心

と
し
た
過
去
の
実
績
と
経
験
を
生
か

し
て
、
今
後
の
社
会
に
対
応
出
来
る

独
自
の
医
薬
品
を
世
に
送
り
出
し
た

い
と
、
な
り
ふ
り
か
ま
わ
ず
努
力
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の

が
現
実
で
す
。
こ
の
中
に
あ
っ
て
、

わ
が
三
重
大
学
農
芸
化
学
科
出
身
者

は
全
員
が
研
究
開
発
部
に
所
属
し
、

そ
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
の
役
割

を
充
分
に
果
た
し
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
、
久
し
ぶ
り
に
卒
業
生
を
迎

え
、
我
々
先
輩
連
中
も
、
う
か
う
か

し
て
お
れ
な
い
と
、
さ
ら
に
気
を
引

き
締
め
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
現
在
活

躍
中
の
卒
業
生
を
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

研
究
開
発
部

○
製
剤
研
究
室

森
　
貴
好
（
犬
院
二
回
）

生
物
薬
剤
関
係
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
り
、
申
年
太
り
が
目
立
つ

年頃。

○
薬
化
研
究
室

田
巻
　
聡
（
大
十
八
回
）

昔
と
変
ら
ぬ
実
験
の
虫
（
合

成担当）。

室
　
博
之
（
大
二
十
五
回
）

分
析
の
専
門
家
。
合
成
に
挑

戦中。

○
生
化
学
研
究
室

北
川
　
優
（
大
二
十
八
回
）

久
々
の
卒
業
生
、
期
待
の
ホ

ープ。

○
調
査
室

北
浦
正
樹
（
大
十
四
回
）

情
報
の
海
に
漂
う
男
一
匹
。

又
、
結
婚
の
た
め
退
社
さ
れ
た
河

合
美
江
さ
ん
の
懐
し
い
顔
も
思
い
浮

び
ま
す
。

以
上
、
何
の
紹
介
を
し
た
の
か
よ

く
分
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
こ
こ
ら
で
筆
を
置
き
ま
す
。

坐
7
し
、
1
L
、
、
′
I
L
、
、
I
I
L
、
、
I
L
、
1
I
（
、
－
し
、
1
I
I
L
、
－
し
、
1
I
C
－
｛
－
し
、
－
し
、
1
1
、
1
1
、
－
と
、
1
I
L
、
1
1
、
7
」
、
1
I
I
l
、
1
I
C
、
－
I
し
こ
I
I
L
、
1
1

譜
講
熊
年
記
念
…

L
i
、
i
i
i
～
、
～
、
…
～
～
～
、
…
7
、
、
－
I
ゝ
j
l
L
、
～
、
～
、
～
、
～
～
…
～
、
き
し

農
産
製
造
科
第
二
回
生
の
ク
ラ
ス

会
は
、
卒
業
後
、
津
南
（
専
二
回
）
、

湯
の
山
温
泉
、
鳥
羽
市
安
楽
島
で
そ

れ
ぞ
れ
開
催
し
て
き
た
が
、
昭
和
五

十
六
年
十
一
月
十
四
日
、
代
表
幹
事

石
井
溝
、
幹
事
中
川
溝
、
岸
本
久
男
、

外
、
府
内
福
知
山
の
工
業
団
地
内
に

土
地
を
確
保
し
、
将
来
の
発
展
の
基

礎
づ
く
り
も
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
下
で
、
今
後
の
高
令
化

社
会
に
貢
献
す
べ
く
、
一
貫
し
て
循

環
器
系
医
薬
品
を
中
心
に
長
く
研
究

開
発
を
重
ね
、
現
在
、
虚
血
性
心
疾

患
治
療
剤
「
パ
ス
名
レ
ル
F
錠
」
、
狭

心
症
治
療
剤
「
ヘ
ル
ラ
ー
ト
」
、

「
ヘ
ル
ラ
ー
ト
ミ
ニ
」
を
中
心
に
、

動
脈
硬
化
用
剤
、
鎮
咳
去
た
ん
（
壊
）

剤
な
ど
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
ま
た

脳
末
梢
血
管
拡
張
剤
、
抗
高
血
圧
剤

な
ど
も
こ
の
一
⊥
一
年
の
内
に
上
市

出
来
る
見
透
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
近
い
将
来
の
自
社
開
発
を
目

指
し
て
独
自
の
研
究
開
発
を
進
め
て

藤
山
寛
之
諸
君
の
企
画
に
よ
り
、
大

阪
府
池
田
市
の
不
死
王
閥
で
卒
業
後

三
十
周
年
を
記
念
と
し
、
盛
大
に
開

催
し
た
。

出
席
者
は
、
幹
事
の
ほ
か
海
上
正

也
、
近
藤
具
雄
、
砂
野
正
、
佐
々
木

敏
雄
、
十
川
省
治
、
竹
内
巌
、
中
西

孝
文
、
新
良
貞
雄
、
吉
田
誠
之
の
訂

十
三
名
の
面
々
。

当
日
出
席
の
手
筈
で
あ
っ
た
幹
事

格
の
佐
藤
紀
志
男
君
が
や
む
な
き
事

情
突
発
の
た
め
欠
席
さ
れ
た
の
と
、

三
重
県
勢
の
多
く
が
諸
事
情
で
参
加

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
い
さ
さ
か
少

人
数
と
な
り
、
残
念
で
は
あ
っ
た
。

し
か
し
、
元
気
旺
盛
な
メ
ン
バ
ー

の
こ
と
と
て
「
み
ん
な
、
え
え
お
っ

ち
ゃ
ん
に
な
っ
な
あ
あ
」
か
ら
始
ま

り
、
学
生
時
代
の
「
イ
モ
畑
事
件
」
、

「
木
彫
り
の
麻
雀
牌
」
、
「
欠
点
の
教

科
対
策
」
な
ど
な
ど
…
∴
懐
旧
快

談
に
ふ
け
り
、
幹
事
が
宴
の
「
お
ひ

ら
き
」
を
言
い
出
す
チ
ャ
ン
ス
が
な

い
程
に
楽
し
い
一
夜
を
明
し
た
。

翌
朝
、
優
雅
な
紳
士
一
同
に
ぴ
っ

た
り
の
箕
面
府
立
公
園
、
勝
尾
寺
で

の
紅
葉
狩
り
を
楽
し
み
、
次
会
瑠
和

六
十
年
（
卒
業
後
三
十
五
周
年
）
に

開
催
予
定
の
中
京
で
の
か
い
こ
う
を

約
し
つ
つ
、
幹
事
の
特
別
の
計
ら
い

で
頂
い
た
ア
ル
バ
ム
を
手
に
手
に
散

会
し
た
。

忽
ち
に
ゆ
き
し
三
十
年
と
語
り
つ
つ

不
死
王
の
場
に
供
に
浸
り
ぬ

三
十
年
経
て
集
い
た
る
一
夜
明
け

紅
葉
づ
る
漠
に
別
れ
ゆ
く
な
り

（
佐
々
木
記
）

ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す

次
の
会
員
諸
氏
の
住
所
、
勤
務
先
、

同
所
在
地
を
事
務
局
で
は
適
確
に
把

握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
会
報
、
そ
の

他
同
窓
会
の
種
々
の
連
絡
を
完
壁
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
級
友
・

友
人
を
は
じ
め
御
存
知
の
方
は
事
務

局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

専
2
木
村
　
保
、
大
1
中
島
和
夫

大
4
高
野
嘉
邸
、
大
5
割
島
　
昌

犬
7
笠
井
秦
行
、
大
9
村
松
好
治

大
的
勝
　
尚
窺
、
大
Ⅱ
菊
山
幹
夫

大
1
6
浜
島
正
博
、
山
城
秀
生

大
1
8
岩
瀬
良
一
、
新
　
邦
彦

犬
2
1
仲
村
常
雄
、
大
2
2
鈴
木
義
仁

大
2
4
寺
坂
　
溝

犬
十
三
回
卒
ク
ラ
ス
会
は
正
月
二

日
、
庄
山
正
敏
氏
を
幹
事
と
し
て
蟹

二
十
五
年
を
経
て
い
る
が
、
学
生
時

代
に
戻
り
、
奈
良
先
生
を
囲
ん
で
、

（古市記）
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今　府　岡川
〈　西　、、、
尊　、杉藤粥
2　獲　浦　田　見
〉　辺　、’、

関
東
支
部
総
会
閲
か
る

あ
ち
こ
ち
に
和
や
か
な
歓
談
の
花

春
爛
漫
の
四
月
二
目
（
金
）
午
後

六
時
～
八
時
、
東
京
は
副
都
心
新
橋

の
超
高
層
ビ
ル
の
一
角
、
三
井
ビ
ル

五
十
四
階
、
レ
ス
ト
ラ
ン
「
メ
ヌ
エ

ッ
ト
」
に
お
い
て
二
二
翠
化
学
会
関

東
支
部
総
会
（
会
長
＝
長
瀬
和
雄
）

が
行
わ
れ
た
。

関
東
支
部
総
会
は
、
先
生
方
の
多

数
の
御
参
加
を
仰
ぐ
た
め
、
東
京
で

農
芸
化
学
会
が
行
わ
れ
る
の
に
期
を

か
ら
は
、
春
霞
に
煙
る
大
東
京
が
眼

下
に
遠
く
見
獲
さ
れ
た
。
定
刻
よ
り

少
し
遅
れ
て
、
十
八
時
十
五
分
開
会
。

ま
ず
、
長
瀬
会
長
よ
り
挨
拶
、
次
い

で
、
岩
本
先
生
の
音
頭
で
威
勢
よ
く

幹
杯
の
後
、
農
芸
化
学
科
主
任
熊
沢

先
生
よ
り
力
強
い
お
言
葉
を
頂
き
、

引
き
続
い
て
先
生
方
お
一
人
ず
つ
か

ら
近
況
を
お
伺
い
し
、
昔
と
変
ら
ぬ

元
気
な
お
声
に
、
一
同
在
学
時
代
を

思
い
起
こ
し
つ
つ
耳
を
傾
け
た
。

酔
う
ほ
ど
に
、
あ
ち
こ
ち
に
和
や

か
な
歓
談
の
花
が
咲
き
、
宴
も
た
け

な
わ
（
）
今
度
は
、
卒
業
年
次
ご
と
に

活
躍
ぶ
り
な
ど
近
況
を
報
告
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
り
、
ま
ず
は
大
先
輩

の
専
1
の
面
々
か
ら
。
紙
面
の
都
合

で
、
話
の
内
容
は
割
愛
さ
せ
て
頂
く

が
、
各
回
の
参
加
者
を
次
に
記
し
て

お
く
。
（
敬
称
略
）

（
専
1
）
川
合
太
郎
・
佐
野
恒
平

・
長
瀬
和
雄
・
平
野
誠
・
別
碍
宏

（
専
2
）
中
川
純
一
　
（
犬
1
）
高

岡
正
美
・
林
伸
樹
　
（
犬
3
）
青
木

健
・
市
川
充
　
（
犬
4
）
藤
田
幹
夫

・
古
川
千
和
　
（
犬
5
）
加
藤
晃

（
大
6
）
川
上
治
夫
・
倉
本
恒
明
・

吉
野
遷
次
　
（
犬
7
）
半
根
郁
夫

（
犬
8
）
原
弘
・
吉
村
文
夫
　
（
犬

9
）
平
田
忠
史
・
森
島
紀
道
　
（
犬

1
0
）
神
辺
道
雄
・
小
島
農
紀
・
下

孝
一
・
田
代
博
久
・
別
所
正
男
・
森

岡
保
　
（
犬
目
）
春
日
茂
・
春
日

健
・
高
田
顕
・
水
谷
正
絹
・
武
藤
尚

志
　
（
犬
1
2
）
岩
佐
則
武
・
亀
山
幸

輝
・
佐
々
木
正
典
　
（
犬
1
5
）
小
島

楯
彦
・
長
島
貞
武
・
馬
場
直
通

（
犬
1
6
）
市
川
正
・
杉
崎
満
子

（
大
1
8
）
江
嶋
正
之
　
（
犬
1
9
）
浅

井
美
文
　
（
犬
2
5
）
本
間
一
男

（
犬
2
6
）
津
嶋
直
人
　
（
大
2
7
）
満

罵
利
夫
　
（
犬
2
8
）
小
用
俊
雄
・
野

依
一
彦
。

次
い
で
記
念
写
真
を
撮
り
、
最
後

に
、
専
1
佐
野
恒
平
氏
の
威
勢
の
い

い
リ
ー
ド
に
よ
り
、
三
重
犬
校
歌
、

応
援
歌
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
熊

沢
先
生
の
音
頭
に
よ
る
万
歳
三
唱
で

幕
を
閉
じ
た
。

今
回
の
幹
事
は
犬
的
回
。
次
回
は

天
日
回
の
諸
氏
で
あ
る
。
三
翠
化
学

会
各
支
部
の
益
々
の
御
発
展
を
祈
り

つ
つ
、
関
東
支
部
総
会
の
一
筆
御
報

告
ま
で
。（

一
九
八
二
・
四
・
十
四
記
す
）

合
わ
せ
て
行
な
う
こ
と
を
恒
例
と
し
ー

て
お
り
、
今
回
は
、
前
回
（
昭
和
五
一

三
翠
会
三
重
県
支
部

連
絡
協
議
会
総
会
閲
か
る

十
四
年
四
月
、
幹
事
大
9
卒
）
に
引

き
続
き
、
三
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

もの。
一
口
に
関
東
支
部
と
い
っ
て
も
、

そ
の
版
図
は
広
く
、
静
岡
、
長
野
、

栃
木
、
辞
馬
、
茨
城
の
諸
県
に
及
ぶ

が
、
会
異
数
は
そ
の
割
に
は
少
な
く

二
〇
〇
名
足
ら
ず
で
あ
る
。

一
年
中
で
最
も
多
忙
な
年
度
末

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
内
四
七
名

が
集
い
、
岩
本
先
生
、
熊
沢
先
生
、

赤
木
先
生
、
小
宮
先
生
、
鴨
林
先
生
、

高
橋
先
生
、
奈
良
先
生
、
古
市
先
生
、

前
田
先
生
、
薮
本
先
生
の
十
一
名
の

先
生
方
の
御
参
加
を
得
て
、
懐
か
し

い
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

地
上
二
〇
〇
㍍
に
位
置
す
る
会
場

三
翠
化
学
会
が
加
入
し
て
い
る
、

三
翠
会
三
重
県
支
部
連
絡
協
議
会
定

例
の
本
年
度
総
会
が
去
る
八
月
七
日

午
後
二
時
か
ら
農
学
部
犬
講
義
室
で

開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
農
学
部
長
森
邦
男
氏
・
三

重
県
知
事
田
川
亮
三
氏
（
農
1
5
）
、
衆

議
院
議
員
角
谷
堅
次
郎
氏
（
土
1
4
）

を
は
じ
め
、
我
が
三
翠
化
学
会
、
三

翠
農
学
会
（
農
学
科
と
総
合
農
学
科
、

農
業
機
械
学
科
卒
業
生
を
含
む
）
、
志

登
茂
会
（
農
業
土
木
学
科
）
、
三
重
林

学
会
の
三
重
県
在
住
、
勤
務
者
一
五

〇
余
名
が
出
席
し
た
。

総
会
議
事
の
う
ち
、
各
学
科
同
窓

会
の
情
報
交
換
で
は
、
渉
谷
副
会
長

に
よ
り
三
翠
化
学
会
の
活
動
情
況
が

報
告
さ
れ
た
。

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
は
、
場
所

を
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
第
一
学
生

食
堂
に
移
し
て
開
か
れ
た
が
、
こ
の

懇
親
会
の
開
会
挨
拶
は
岡
田
会
長

（
連
絡
協
議
会
副
会
長
）
が
行
い
、

会
は
和
気
あ
い
あ
い
の
う
ち
、
盛
会

樫
に
午
後
四
時
半
頃
閉
じ
た
。

我
々
の
ク
ラ
ス
は
ほ
と
ん
ど
毎
年

の
よ
う
に
何
ら
か
の
理
由
づ
げ
を
し

て
同
窓
会
を
実
施
し
て
い
る
。
本
年

は
「
田
中
互
助
先
生
の
追
悼
」
と
い

う
こ
と
で
二
月
二
十
一
日
、
伊
勢
市

佐
八
町
に
新
設
さ
れ
て
間
が
な
い
三

重
草
生
年
金
休
暇
セ
ン
ヌ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
幹
事
は
例
年
ど
お
り
、

三
翠
化
学
会
の
万
年
役
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
る
福
田
映
君
で
あ
る
。

出
席
者
は
東
海
支
部
総
会
と
重
な

っ
た
た
め
、
十
四
名
で
あ
っ
た
が
、

恩
弼
田
中
先
生
つ
素
導
き
が
あ
っ
て

か
、
卒
業
後
初
て
参
加
し
た
学
友
が

旦
追
っ
た
。
ま
ず
、
出
塙
者
を
写
真

で
紹
介
し
ま
ー
し
i
三
つ
。
前
列
右
か
ら

三
重
県
北
勢
公
設
魁
方
卸
売
市
場
長

・
水
谷
、
牛
亮
を
長
・
清
水
、
津
南

女
子
短
大
教
援
・
前
田
、
中
利
産
業

社
長
・
中
野
、
仁
政
管
理
庁
統
計
主

幹
・
林
、
後
雪
盲
か
ら
庄
野
殿
粉
工

場
長
・
岡
本
、
≒
草
根
新
薬
研
究
開

発
部
長
・
雪
目
、
頚
重
昂
校
長
・
原

田
、
ヤ
マ
モ
∵
ノ
食
品
資
材
課
長
・
服

部
、
筆
者
（
圭
三
ハ
学
・
吉
田
）
、
盛

田
株
式
会
社
工
場
長
・
桃
井
の
各
大

兄
。
写
真
外
の
出
席
者
と
し
て
、
カ

メ
ラ
マ
ン
の
ヤ
マ
モ
リ
食
品
本
社
工

場
長
・
西
山
、
撮
影
時
行
方
不
明
と

な
っ
て
い
た
徳
島
食
品
工
試
、
畜
水

産
加
工
科
長
・
高
橋
、
そ
し
て
彼
を

捜
し
廻
っ
て
い
た
幹
事
の
井
村
屋
興

業
総
務
部
長
・
福
田
の
諸
兄
が
い
た
。

な
お
、
田
中
先
生
の
御
会
葬
に
参
列

し
て
、
海
外
出
張
な
ど
の
理
由
で
今

回
出
席
で
き
な
か
っ
た
級
友
に
犬
日

本
製
糟
製
造
部
長
・
藤
本
日
本
製

粉
申
研
・
高
田
、
航
空
自
自
衛
隊
一

倍
・
樋
口
が
い
る
。

開
会
予
定
の
午
後
五
時
に
は
全
員

集
合
。
童
顔
型
も
ま
ざ
る
が
、
は
と

と
は
白
髪
型
か
反
射
型
に
な
っ
て
い

て
、
昔
の
面
影
を
残
す
も
の
の
互
い

に
名
乗
り
あ
う
必
要
の
あ
る
仲
間
で

あ
っ
た
。
と
に
か
く
定
刻
宴
席
に
つ

ま
ず
本
会
の
主
旨
に
そ
っ
て
一
分

間
の
黙
と
う
を
し
、
格
別
の
薫
陶
と

恩
義
を
受
け
た
田
中
先
生
の
御
冥
福

を
心
か
ら
お
祈
り
し
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
福
田
幹
事
か
ら
本
会

開
催
の
経
緯
と
挨
拶
の
あ
と
乾
杯
。

そ
し
て
自
己
紹
介
が
延
々
と
続
く
。

美
声
を
聞
く
暇
も
な
か
っ
た
。
現
況

と
家
族
構
成
に
つ
い
て
の
話
が
中
心

で
あ
っ
た
が
、
学
窓
を
巣
立
っ
て
三

十
年
余
の
年
輪
を
経
る
と
、
豊
か
な

人
生
経
験
と
巾
広
い
人
間
関
係
の
貴

重
さ
が
に
じ
み
出
て
、
時
の
立
つ
の

を
忘
れ
さ
せ
る

夜
も
更
け
、
公
務
の
関
係
で
原
田

兄
は
帰
宅
し
た
が
、
そ
の
他
面
々
は

一
室
に
集
っ
て
、
二
次
会
と
な
る
。

閑
静
で
濡
ら
か
な
外
宮
の
裏
山
に
位

置
す
る
だ
け
に
市
内
に
出
る
こ
と
も

で
き
ず
、
ま
こ
と
に
優
等
生
的
で

ダ
ル
マ
と
ス
ル
メ
イ
カ
だ
け
で
の
談

笑
が
尽
き
な
い
。
甘
党
に
は
井
村
屋

の
洋
菓
子
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
特
に

久
方
振
り
の
出
会
い
と
な
っ
た
林
、

中
野
、
高
橋
の
諸
兄
を
中
心
に
話
が

は
ず
む
。
中
野
兄
ら
に
よ
る
寮
生
時

代
の
農
場
か
ら
の
サ
ツ
マ
イ
モ
、
果

実
の
失
敬
談
は
食
糧
難
で
あ
っ
た
戦

後
の
思
い
出
の
一
こ
ま
を
彷
彿
と
さ

せた。翌
朝
、
解
散
と
な
っ
た
が
、
お
互

い
に
結
ば
れ
た
き
ず
な
は
固
く
、
大

部
分
の
級
友
は
車
に
分
乗
し
て
伊
勢

神
宮
に
参
拝
。
赤
福
本
舗
の
縁
側
で

舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
牛
虎
推
薦
の
料

亭
で
昼
食
、
三
次
会
と
な
．
る
。
予
定

の
時
間
を
大
巾
に
超
過
し
た
が
、
名

残
り
を
惜
し
み
な
か
ら
再
会
を
約
し

て
解
散
し
た
。
　
　
（
喜
田
記
）

大
嶋
回
卒
業

一
月
三
日
に
開
催

久
し
振
り
に
我
犬
十
五
回
卒
業
生

の
ク
ラ
ス
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
一

月
三
日
で
あ
る
。
級
友
は
三
十
七
、

八
歳
。
あ
ら
ゆ
る
面
で
最
も
忙
し
い

年
齢
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

泊
り
が
け
は
よ
し
て
全
員
休
暇
中

で
あ
ろ
う
正
月
（
三
日
）
に
開
催
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
の
は
、
前
年
夏

の
三
翠
化
学
会
東
海
支
部
家
族
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
の
席
で
あ
っ
た
。
場
所

は
全
員
が
便
利
で
あ
ろ
う
名
古
屋
駅

前
の
中
華
料
理
店
が
選
ば
れ
た
。

さ
て
、
フ
衣
を
開
け
て
み
る
と
や

っ
て
来
た
の
は
級
友
の
丁
度
半
数
で

あ
る
。
学
生
時
代
か
ら
多
士
斉
々
の

ク
ラ
ス
で
あ
っ
た
が
、
今
な
お
そ
の

名
残
り
が
あ
っ
て
、
実
に
さ
ま
ざ
ま

な
車
を
や
っ
て
い
る
。
パ
ン
屋
、
薬

屋
、
先
生
、
等
々
農
芸
化
学
ら
し
い

仕
事
を
し
て
い
る
者
に
加
え
て
、
砂

利
会
社
の
重
役
（
？
）
果
て
は
牧
蹄
さ

ん
ま
で
が
い
る
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
場

で
中
堅
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
…
：

と
表
面
的
に
は
な
る
の
だ
が
、
裏
を

返
せ
ば
下
か
ら
は
攻
め
ら
れ
、
上
か

ら
は
押
え
付
け
ら
れ
、
女
房
に
は
絞

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
、
気
の
お
け
な

い
者
同
志
が
集
っ
た
今
日
こ
そ
は
、

そ
の
憂
さ
晴
し
と
い
う
こ
と
に
な
り

飲
む
程
に
酔
う
程
に
実
に
さ
ま
ざ
ま

な
話
が
飛
び
出
し
、
歌
が
飛
び
出
し

た
。
ク
ラ
ス
会
な
ら
で
は
の
雰
囲
気

の
中
で
、
や
が
て
老
酒
が
効
き
出
し

て
皆
、
係
長
さ
ん
、
…
先
生
で
は
な
く

な
り
、
十
五
年
前
の
紅
顔
の
美
少
年

へ
と
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
の
で
あ

った。次
回
は
三
年
後
に
、
農
製
出
身
者

の
幹
事
で
開
催
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
再
会
を
約
し
て
夕
刻
、
散

会
し
た
の
で
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず

の
連
絡
先
は
今
だ
に
大
学
を
出
れ
な

い
で
い
る
小
畑
が
や
る
こ
と
に
な
っ

た
。
十
五
回
卒
業
の
皆
さ
ん
、
住
所

等
の
変
更
が
あ
っ
た
時
は
大
学
ま
で

連
絡
を
／
　
　
　
　
（
小
畑
記
）

醐

要
望
義
重
要
雲
量
曇
を
雲
量
蓋
う
曇
霊
夢
を
悪
霊
鼠
を
要
望
憲
重
要
碧
落
諭

1
回
卒
業

一
十
三
年
目
の
再
会
云

甲

△
耳スーフh

ノ
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1
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1　－

よだ

鰯餓

＠
＠
＠
＠
箋
＠
＠
＠
＠
箋
竃
＠
＠

今
年
は
、
農
学
部
同
窓
会
で
あ
り

ま
す
三
翠
会
の
名
簿
発
行
の
年
に
当

っ
て
お
り
ま
す
。
各
科
幹
事
な
ら
び

に
三
翠
会
事
務
局
で
は
、
日
頃
よ
り

名
簿
内
容
の
正
確
を
期
す
様
努
力
し

て
お
り
ま
す
が
、
只
今
夏
休
み
を
返

上
し
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に
入
っ
て

い
ま
す
。
会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し

で
是
非
会
員
名
簿
の
予
約
申
し
込
み

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
様
ご
案
内
妻

し
ま
す
｛
）
十
一
月
二
十
五
日
頃
に
は

お
届
け
出
来
る
予
定
で
す
。
尚
、
三

翠
化
学
会
独
自
の
名
簿
発
行
は
現
在

の
所
考
え
て
お
ら
ず
、
三
翠
会
名
簿

を
購
入
の
上
、
ご
利
用
い
た
だ
け
れ

五
十
三
三
三
雲
化
学
会
総
会
の

前
安
寧
／
二
一
重
美
後
三
十
三
年
の

ク
ラ
ス
会
を
や
ろ
う
と
の
話
が
出
た

？
一
言
愛
育
若
手
生
別
で
、
ハ
ガ
キ

通
三
二
．
一
毒
三
三
一
わ
ず
、
電
話
連
拳

三
三
三
三
三
午
後
六
時
、
軽
薄

三
三
二
三
∵
こ
ろ
ま
ち
ク
ラ
ス
の
手

車
一
三
三
三
三
千
、
そ
れ
な
ら
是
非
一

窪
に
三
三
ノ
こ
と
一
、
－
、
専
二
回
の
常

用
潔
彦
氏
、
佐
々
木
氏
、
十
川
民
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
更
に
紅
一
点

の
奥
山
と
み
子
さ
ん
（
旧
姓
＝
音
吐

稲
川
先
生
の
助
手
を
つ
と
め
ら
れ
、

我
々
一
同
化
学
実
験
等
で
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
）
に
も
加
わ
っ
て
い
、
た

ば
幸
甚
で
す
。

職
だ
い
て
極
め
て
盛
会
と
な
り
ま
し
た
ー

÷
毒
に
世
話
役
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り

妻
に
入
り
ま
し
た
。
今
回
は
卒
業
後

三
十
三
年
ぶ
り
に
は
じ
め
て
出
席
し

た
者
も
居
り
ま
し
た
が
、
一
見
し
て

た
ち
ま
ち
顔
と
名
前
が
一
致
し
、
護

れ
ひ
と
り
と
し
て
見
聞
ち
が
え
る
者

が
な
か
っ
た
の
は
、
さ
す
が
で
あ
り

ま
し
た
。
東
京
、
横
浜
、
大
阪
、
等

遠
方
か
ら
の
参
加
十
七
あ
っ
て
談
論
、

風
発
、
杯
を
交
わ
し
て
な
ご
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
し
、
親
父
を
会
場
ま

で
送
っ
て
来
た
娘
夫
婦
を
全
員
に
紹

介
す
る
者
も
あ
っ
て
、
ク
ラ
ス
会
は

年
輪
を
経
る
ほ
ど
、
益
々
良
い
雰
囲

気
に
な
っ
て
ゆ
く
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
思
い
出
せ
ば
三
十
六
年
前
）

春
、
敗
戦
の
日
か
ら
わ
ず
か
半
年
余

り
日
本
中
混
沌
、
漆
髄
殆
ん
と
の
都

市
は
焼
け
野
原
で
護
れ
も
が
空
腹
を

か
か
え
て
い
た
蒔
、
逸
早
く
新
設
さ

れ
た
農
産
製
造
科
は
イ
メ
ー
ジ
が
極

め
て
良
く
、
当
時
と
し
て
は
最
も
貰

重
な
食
品
を
つ
く
る
学
科
と
い
う
こ

と
で
人
気
接
辞
、
今
日
の
医
学
部
人

気
な
ど
比
ぶ
べ
く
も
な
く
、
俊
秀
雲

の
ご
と
く
集
い
、
二
十
倍
を
越
す
難

関
を
突
破
し
て
集
ま
っ
た
我
々
の
ク

ラ
ス
は
、
陸
士
、
海
兵
、
陸
幼
、
予

科
練
等
軍
関
係
の
ピ
リ
ッ
と
し
た
イ

キ
の
よ
い
の
が
半
数
を
占
め
、
そ
の

他
旧
制
高
校
に
折
角
、
入
学
し
な
が

ら
空
腹
が
身
に
し
み
て
、
食
品
加
工

の
魅
力
に
引
か
れ
て
転
身
し
て
来
た

者
も
多
数
あ
っ
て
、
多
士
済
々
、
年

令
も
ま
ち
ま
ち
で
現
在
の
共
通
一
次

方
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ユ
ニ
ー
ク
さ
で

あ
り
ま
し
た
。
入
学
後
、
あ
こ
が
れ

の
パ
ン
・
酒
・
バ
タ
ー
・
缶
詰
…
：

等
、
よ
だ
れ
の
出
そ
う
な
食
べ
物
は

作
り
方
の
学
習
だ
け
で
、
現
物
は
全

く
不
在
《
）
ど
う
に
か
空
腹
を
満
た
せ

る
も
の
は
、
さ
つ
ま
い
も
ば
か
り
と

い
う
状
態
で
あ
り
ま
し
た
。
上
級
生

や
先
輩
が
全
く
い
な
い
と
い
う
我
が

ク
ラ
ス
の
特
殊
性
は
、
他
の
科
に
比

べ
て
伝
統
に
絞
ら
れ
た
り
、
頭
を
押

え
ら
れ
る
も
の
が
な
く
、
発
想
も
伸

び
伸
び
し
て
何
事
も
自
ら
作
り
出
さ

ぬ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
気
風
を
生
み

特
に
当
時
盛
ん
に
行
わ
れ
た
各
科
対

抗
戦
で
は
応
援
旗
、
応
援
歌
も
手
作

り
で
一
人
何
役
も
か
け
も
ち
し
て

数
倍
の
人
数
を
相
手
に
戦
い
、
勝
利

を
か
ち
取
っ
て
来
た
の
で
そ
の
雰

囲
気
と
猛
烈
な
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
は
現

在
に
至
る
も
持
続
し
、
ク
ラ
ス
の
ま

と
ま
り
は
極
め
て
良
い
と
自
負
し
て

い
る
（
多
少
の
P
R
、
過
剰
は
乞
う

御
了
承
）
。
卒
業
し
た
昭
和
二
十
四
年

は
、
戦
後
復
興
期
の
初
期
で
満
足

な
就
職
も
な
く
、
転
身
を
経
験
し
た

者
も
多
く
、
今
日
の
地
位
に
立
つ
ま

で
の
努
力
と
労
苦
は
一
人
一
編
ず
つ

の
感
動
の
ド
ラ
マ
を
描
け
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
戦
士
達
も
日
本
の
戦

後
史
と
と
も
に
歩
み
三
十
三
年
を
経

て
、
一
夕
に
会
す
る
と
き
、
時
の
流

れ
の
早
さ
、
重
さ
に
今
更
な
が
ら
感

無
量
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
一

同
記
念
写
真
に
お
さ
ま
り
、
酔
も
進

ん
で
は
三
十
三
年
の
歳
月
は
た
ち
ま

ち
に
し
て
飛
び
去
り
、
い
か
な
る
劣

勢
に
あ
っ
て
も
戦
士
達
は
勇
気
百
倍

勝
利
を
呼
ぶ
と
信
ぜ
ら
れ
る
ま
ぼ
ろ

し
の
応
援
歌
「
ワ
ー
？
一
S
O
N
G

も
飛
び
出
す
に
及
ん
で
名
残
り
は
つ

き
な
い
が
、
今
は
こ
れ
ま
で
と
、
万

歳
三
唱
し
て
閉
会
し
た
。
尚
、
有
志

は
大
挙
し
て
二
次
、
三
次
会
の
た
め

大
門
方
面
へ
出
撃
し
、
深
夜
に
及
ん

で
全
機
無
事
帰
投
し
た
。
翌
日
の
化

学
総
会
に
は
約
半
数
の
一
〇
名
が
出

席
し
、
二
日
に
わ
た
っ
て
の
ア
ル
コ

ー
ル
添
加
と
な
り
ま
し
た
。
特
別
参

加
で
会
を
楽
し
く
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
専
二
の
皆
様
と
奥
山
さ
ん
に
厚

く
御
礼
申
し
上
ば
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
歳
月
を
経
る
ほ
ど
に
遠
か
ら
ず
、

戦
士
達
の
休
息
の
時
も
や
っ
て
来
ま

′
す
。
心
の
い
こ
い
の
場
と
し
て
、
益
、

々
ク
ラ
ス
会
を
盛
ん
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
充
分
準
備
期
間
を
と
っ
て

年
一
回
一
泊
で
行
え
れ
ば
理
想
的
と

思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か

？
　
今
回
は
沖
縄
、
広
島
等
の
遠
方

の
方
々
に
通
知
出
来
な
か
っ
た
こ
と

を
深
く
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ど

う
か
次
回
の
ク
ラ
ス
会
に
は
全
員
の

元
気
な
顔
が
そ
ろ
い
ま
す
よ
う
紙
面

を
借
り
ま
し
て
、
御
願
い
申
し
上
は

ま
す
っ▽

出
　
席
　
者
△

（
尊
1
）
　
鴨
林
、
岡
田
、
長
谷

若
林
、
本
根
、
松
村
、

東
、
松
林
、
佐
野
、
別

西
村
、
豊
田
、
芝
田
、

十
川
、
中
川
、
佐
々
木

（
順
序
不
同
）
　
（
今
西
・
渡
辺
記
）


